
事 務 連 絡 

令和 8 年 8 月 20 日 

 
各都道府県建設業協会 事務局 御中 

一般社団法人 全国建設業協会 
事 業 部 

 
手形・小切手の利用廃止およびでんさいに関する周知チラシ、 
オンラインセミナー・個別説明会のご案内について（情報提供） 

 
平素は、本会の活動につき格段のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、全国銀行協会では、「手形・小切手機能の全面的な電子化に向けた自主行動計

画」において、本年度が最終年度であること等を踏まえ、交換廃止時期を「2027 年
３月 31 日」とすることを明確化し、全国銀行協会ウェブサイトで公表いたしました。 

また、全国銀行協会が実施した調査において、最終振出期限の設定や、他行を支払

地とする約束手形等の預金入金扱い受付停止について、大半の金融機関が期限を

2026 年９月 30 日に設定しており、10 月１日以降に振り出された手形・小切手は、

原則として当座勘定からの支払ができなくなります。 
こうした状況を踏まえ、全国銀行協会および株式会社全銀電子債権ネットワーク

（でんさいネット）では、手形・小切手をご利用の事業者様に、電子的決済サービス

への円滑な移行を早期に進めていただくため、手形・小切手の利用廃止に関する周知

用チラシを改訂するとともに、セミナーおよび個別説明会を開催しております。 
つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、必要に応じ、会員企業の皆様にご

案内賜りますようお願い申し上げます。 
 
【添付資料】 
・別添１_全国銀行協会周知依頼文 
・別添２_周知チラシ 
・別添３_2026 年度上期オンラインセミナーチラシ 
 

以 上 

 
 

【担当】事業部 佛川 

TEL：03-3551-9396 

FAX：03-3555-3218 

E-mail：jigyo@zenken-net.or.jp 
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2026年８月 18日 

 

一般社団法人 全国建設業協会 御中 

 

一 般 社 団 法 人 全 国 銀 行 協 会 

株式会社全銀電子債権ネットワーク 

 

手形・小切手の利用廃止およびでんさいに関する周知チラシ、 

オンラインセミナー・個別説明会のご案内について（周知のご依頼） 

 

平素より金融界にご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。 

全国銀行協会では、「手形・小切手機能の全面的な電子化に向けた自主行動計

画」において、最終目標として「2026 年度末までに電子交換所における手形・

小切手の交換枚数をゼロにする」ことを掲げております。こうした中、本年度が

最終年度であること等を踏まえ、交換廃止時期を「2027年３月 31 日」とするこ

とを明確化し、６月 18日に全国銀行協会ウェブサイト1で公表いたしました。 

また、全国銀行協会が実施した金融機関における手形・小切手の削減施策の取

組状況に関する調査において、最終振出期限の設定や、他行を支払地とする約束

手形等の預金入金扱い受付停止について、「実施済」「実施予定」「検討中」と回

答した金融機関は 95％以上に上っております。加えて、全国銀行協会において

公表している各金融機関の最終振出期限の一覧2にもとづくと、大半の金融機関

が期限を 2026年９月 30日に設定しており、10月１日以降に振り出された手形・

小切手は、原則として当座勘定からの支払ができなくなります。 

こうした状況を踏まえ、全国銀行協会および株式会社全銀電子債権ネットワ

ーク（でんさいネット）では、手形・小切手をご利用の事業者様に、電子的決済

サービスへの円滑な移行を早期に進めていただくため、手形・小切手の利用廃止

に関する周知用チラシ（別紙１）を改訂するとともに、下記のとおり「手形・小

切手の全面的な電子化セミナー」および個別説明会を開催しております。 

つきましては、貴会におかれましては、会員の皆様に対し、本チラシならびに

セミナー等をご案内くださいますようお願い申しあげます。 

 

  

 
1 https://www.zenginkyo.or.jp/news/ 
2 https://www.zenginkyo.or.jp/abstract/electronic/ 

https://www.zenginkyo.or.jp/news/
https://www.zenginkyo.or.jp/abstract/electronic/
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記 

 

1. オンラインセミナー「手形・小切手の全面的な電子化セミナー」 

(1) 主催 

一般社団法人全国銀行協会、株式会社全銀電子債権ネットワーク 

(2) 開催日時・プログラム 

別紙２を参照（４月～９月分の予定） 

※ 10月以降の予定については９月中に以下のウェブサイトで公表予定 

(3) 申込方法 

以下のでんさいネットのウェブサイトからお申込みください。 

URL：https://www.densai.net/support/seminar/ 

 

2. 手形・小切手の利用廃止およびでんさいに関する個別説明会 

(1) 主催 

貴会の会員様3 等 
 

(2) プログラム 

・ 講演時間は、全体で 30分～120分（質疑応答含む）の間で、主催者様の

ご要望に応じ対応いたします。 
 

(3) 実施方式等 

・ 現地開催/ウェブ開催のいずれでも対応可能です。現地開催をご希望の

場合、原則として参加見込み人数 50 名以上をお集めいただくようお願

いいたします。 

・ 講演に伴う交通費・謝礼金は不要です。なお、現地開催の場合は、主催

者様にて、会場・機材（マイク等）の確保をお願いいたします。 
 

(4) 申込方法 

・ 当該説明会の開催希望は、でんさいネットで受付いたします。以下の【本

件照会先】に連絡をお願いいたします。 

・ でんさいネット（照会先）と調整いただき、当日の説明プログラム・日

程等の詳細を確定いたします。 

以  上 

 

【本件照会先】株式会社全銀電子債権ネットワーク（でんさいネット） 

担当：事業推進課 過足（よぎあし）、立川、藤岡 e-mail:seminar@densai.net 

℡:03-6267-7495（音声ガイダンス番号「５．利用促進」） 

 
3個別企業様を開催者とした説明会も対応可能です（原則としてウェブ開催を想定）。個別企

業様がお申込みされる場合も【本件照会先】にご連絡ください。 

https://www.densai.net/support/seminar/


【注意！】金融機関によっては最終振出期限を設定しており、
10月1日以降、原則当座勘定からの支払いができなくなります。

2027年３月末までに
紙の手形・小切手の交換が廃止されます。

（※）「約束手形・小切手の利用廃止に向けたフォローアップを行う」 （「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画
2023改訂版（内閣官房）」より

小切手

手形

2027年3月末

交 換 廃 止

政府方針（※）をもとに、産業界・金融界が連携して手形・小切手の利用廃止
に向けた取組みを行っています。今すぐ、でんさい等の電子記録債権や
インターネットバンキングによる振込等への切替えをご検討ください。

紙の手形・小切手

利用廃止へ
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電子化することで、「コスト削減」「事務負荷軽減」「リスク低減」等のメリットがあります。

●政府方針を受けて、多くの金融機関では2027年３月を待たずに前倒しで
手形・小切手の取扱いを縮小する動きを示しています（手形帳・小切手帳の
発行終了や最終振出期限の設定等）。

●事業者さまによっては、電子的決済サービスへの切替えには時間がかかる
場合があります。

1 2 3コスト削減 事務負荷軽減 リスク低減
電子化の
メリット

STEP

2
STEP

3
取引先へ
ご案内

社内の
導入準備

?2027年３月末までに
電子化しないとどうなるの？

金融機関へ
ご相談/申込

全国銀行協会のウェブサイトでは、紙の手形・小切手の電子化に関する情報等を掲載中！

詳しくは、取引金融機関にお問い合わせください！

STEP

1

事業者さまの電子化支援や
資金繰り支援等のサポートを
行っている金融機関もあり

でんさい等の電子記録債権・
インターネットバンキングによる
振込等への切替えを案内

でんさい等の電子記録債権や
インターネットバンキングによる振込等があります。

?電子的決済サービスには
何があるの？

事務手続きや管理手順の見直し
を行い初期設定

かんたん３ステップで導入できます。

?電子的決済サービスの導入は
難しくないの？

￥

事業者さまにおいて、これまでどおりの手形・小切手の利用が
できなくなる可能性があるため、早期に電子的決済サービス
への切替えのご検討をお願いします。

郵送料
印紙代
取立手数料

現物管理
手書き・ゴム印
印紙・押印・発送

紛失・盗難の
心配がなく、
災害に強い



共催

後援


